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研 究 分 野 高齢者福祉・地域ケア

研究キーワード 介護報酬、モラルハザード、老人保健施設

研 究 内 容 １　効率的な介護サービス提供システムの構築
要介護者の急激な増加などにより介護費用が増大している｡ 総じて要介護者数はコントロールに大
きな限界があり，よって，焦点は要介護者一人当たりのコストコントロールとなる。適正な介護報
酬の設定やサービス事業者のモラルハザード防止の観点などから，効率的な介護サービスの提供シ
ステムの考案を試みている｡

２　介護保険下の老人保健施設の新たなあり方
老人保健施設は家庭復帰を目的とした施設であるが，現在では長期入所者が多数を占めている。制
度創設時は，我が国の医療・福祉施設で唯一理学療法士，もしくは作業療法士の配置が義務付けら
れていたことが大きく影響し，いわゆる回復にある患者も少なからず入所していた。しかし，その後，
一般医療機関へのリハ職の配置が大きく進展し，応じて老人保健施設の入所者はプラトーの方が主
となった。その結果，機能回復しての家庭復帰者が大きく減少し，老人保健施設の存在意義が問わ
れている。こうした現状認識のもと，高齢者ケアの政策動向を踏まえて，老人保健施設の新たなあ
り方を検証している｡

３　過疎地域の福祉・介護サービスの提供システム
近年，過疎地域のサービス事業者の撤退が相次いでいる。原因はシンプルで，不採算性にある。他方，
こうした地域ほど障害者や高齢者などの生活課題は多様で，また，年々深刻化している。解決方法
のひとつとして，社会福祉連携推進法人の活用が考えられ，この実効可能性を探っている。
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